
殺害された国際障害者年の父＜リビアのマンスール・ラシッド・キヒア＞に関するドキュメ

ンタリー映画：“Searching for Kikhia”（キヒアを探して：仮題） 

 

監督を務めるジハン・キヒア (Jihan Kikhia)は、アーティスト、人権活動家であると障害者

権利条約につながる重要な役割を果たした国際障害者（1981 年）を提案したマンスール・

ラシッド・キヒア(Mansur Rashid Kikihia)の娘である。 

 

1976 年に国連総会で、リビアの国連大使として、国際障害者年（1981 年に実施）を提案し

た父キヒアは、1980 年にカダフィ政権の人権侵害に抗議して辞職し、平和的な反体制派運

動に身を投じた。1993 年に亡命先の米国から出張中のカイロでカダフィ政権によって拉致

され、後に殺害された。遺体は、アラブの春によるカダフィ政権崩壊後の 2012 年に発見さ

れ、国葬に付された。6 歳の時に父を奪われた娘のジハン・キヒアは父の足跡をたどるドキ

ュメンタリー映画製作に取り組んでいる。 

 

 

「マンスール・ラシッド・キヒア」ジハン・キヒア提供 「ジハン・キヒア」©Puxan BC 

 

【日本の観客への監督からの特別メッセージ】 

1981 年の国際障害者年が日本の障害政策推進に大きな影響があったと知り、その国際障害

者年を 1976 年にリビアの国連大使として提案した父のマンスール・ラシッド・キヒアから

いっそう、力を得る思いです。父の人生と業績を学び続けておりますが、国際障害者年が

リビア提案だったことを忘れていない方たちが日本にいてくださることに素晴らしい驚き

を覚えると共に、身が引き締まる思いを強くしております。日本、そして世界の皆様に、

父に敬意を払い、その崇高なビジョンを祝福するドキュメンタリー映画「キヒアを探して」

を見ていただく日を楽しみにしております。 

 



【監督からのメッセージ】 

私の父、マンスール・ラシッド・キヒアはカダフィの手ごわい脅威だと見なされていまし

た。リビアに対する父の強迫的ともいえる忠誠心、そして「兄弟」に理を諭す覚悟は悲劇

的な失踪と死をもたらしました。ほんの 6 年前に私たちが発見した現実があります。カダ

フィが殺害されてから約 1 年後の 2012 年、父の遺体はリビアのトリポリにあるカダフィ宮

殿近くの巨大冷凍庫の中で、凍ったまま、完全に無傷の状態で見つかったのです。ある意

味では、父の遺体の発見は私の家族に一つの区切りをもたらし、父を探し求めるという拷

問にも等しい母の旅も終わりました。しかし、私にとって探索は終わったわけではなく、

むしろ、形ある身体の探索から比喩的な探索へと変貌したのです。突き詰めれば、父を創

り出した一方で父を殺めた国を理解すること、そして私自身をよりよく理解することを求

めているのです。 

 

この映画は、今日のリビア、内戦、そして人々と反体制派の失われた夢を反映しています。

この映画の製作過程を通じて、父親という存在の重要性と父親を失うことが家族と社会に

どういう影響を与えるのか、私は学んでいます。父と自分の国抜きで、自分のアイデンテ

ィティを私はどのように調整するのでしょうか。そして私の経験のうちどれだけが今日の

リビアのジレンマ（特にリビア人のディアスポラ）全体を反映しているのでしょうか。私

は対立するものの和解を模索します。具体的には、議論の余地のない英雄とされている父

と、議論の余地のない化け物であるとされているカダフィ、この両者を共に「人間」とし

て考えたいのです。 

 

父のこれまでに語られていないストーリーを語ることによって、私はリビアの語られてい

ないストーリーも語っています。父の人生とキャリアはリビアの政治と現代史に密接に関

係しています。私個人の旅がリビアの現代史の歩みと共に進んでいるという構造なのです。

父を知り、当時の政治情勢を知悉している方たちとのインタビューは、大きな文脈と背景

を提供してくれます。リビアの総理大臣経験者、外務大臣経験者、そしてカダフィ政権下

でやはり父親が失踪したピューリッツァー賞受賞作家、ヒシャーム・マタール（『帰還』）

の出演が決まっています。ニュース映像を利用するほか、私たちのプライベートコレクシ

ョンを活用してカダフィ、ホスニ・ムバラク元エジプト大統領、クリントン夫妻という権

力者たちの未公開画像も活用します。 

 

【シノプシス】 

父親が拉致されたとき、この映画の監督を務めるジハン・キヒアはわずか 6 歳だった。カ

ダフィ政権への最大の脅威と広く見なされていた父、マンスール・ラシッド・キヒアは、

カダフィ政権に対する平和的反体制派運動の指導者で、リビアの将来的なリーダーという

のが衆目の一致するところだった。外務大臣も務めた人権派弁護士としてキヒアはリビア



に過剰なまでの忠誠心を持ち、彼は独裁者であるカダフィに「兄弟」として理を説こうと

したが、待っていたのは「失踪」という結末であった。 

  

 ジハンは、母親であるバハ・オマリー・キヒアが 19 年間にわたりフランスとアメリカを

行き来して父親を探すのを見守ってきた。シリア系アメリカ人芸術家であったバハはジハ

ンと彼女の兄弟たちに楽しみ溢れる子供時代を送らせながら、5 か国(アメリカ、シリア、

リビア、フランス、エジプト)の、相反する複雑で疑惑に満ちた政治的思惑の間を必死で立

ち回った。バハは、彼女の持つ創造的本能と機知を組み合わせることにより、危険な政治

ゲームで世界の大物たちと渡り合うという、思いがけない立場に立つこととなった。この

危険に満ちた捜索によって彼女は夫の解放交渉のため、リビア砂漠の真ん中で真夜中にカ

ダフィと対面するに至ったのであった。 

 

ジハンの母親、家族、友人、および事件に関与した鍵となる人物のエピソードを積み重ね

たこのドキュメンタリーは、真実を包み隠すことなく、時には矛盾を孕みながら提示する。

ジハンは、記録映像、ファミリービデオ、調査研究映像、そして自身の視覚芸術作品を用

い、自らは知ることがなかった父親の顔と父親を探し求める母親の冒険の全貌を明らかに

しようとしている。観客は、ジハンの生々しくまるで夢のような探求の旅路に招かれるだ

ろう。 

 

彼女は、自分と家族の弱さ、親密さ、そして実存的な旅路をありのままにさらけ出すこと

で、政治を自分の外側の遠い事物としてではなく、各個人同士の人間関係に深く侵入して

くる生々しい経験として描き出している。 

 

ジハンは父親のこれまで語られていない物語だけでなく、リビアの語られていない歴史も

語っている。自分の中にある沈黙という空洞からずっと逃れられなかったジハンは、この

ドキュメンタリー製作の過程で自らの内面をこじ開け、自身の夢から目覚め、そしてトラ

ウマと和解しようとする。「失踪とは何か」、「正義と名誉とはどのようなものか」、「英雄は

どのように作られるのか」、「一人の男の娘であるとは何を意味するのか」、こういった問い

をジハンは自身に投げかける。 

 

ジハンはこうした複雑な経験をドキュメンタリーを通して解き明かすことで、自分の家族

の傷跡、ひいては人類の傷跡の下に眠るものを見つけ出すことを願っているのかもしれな

い。しかしこの作品において最も大切なことは、彼女が「人の苦しみが本物の幸福、やさ

しさ、感謝を生み出すのである」と確信し、それを観客に訴えかけようとしていることだ。 

 

（ジハン・キヒアからのメッセージ、監督からのメッセージとシノプシス、すべて長瀬訳） 



 

★関連リンク 

“Searching for Kikhia” 

https://www.mansurkikhia.org/ 

長瀬修「喪失―殺害された国際障害者年の父（マンスール・ラシッド・キヒア）の娘」 

http://www.reddy.e.u-tokyo.ac.jp/act/essay_serial/nagase.html 

https://www.mansurkikhia.org/
http://www.reddy.e.u-tokyo.ac.jp/act/essay_serial/nagase.html

